
 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  
 

平成１９年度第１回研修見学会を実施 
 

ブリジストン TODAY とサントリービール工場 
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 東京都計量器コンサルタント協会は、平成 19 年度の「第 1 回

見学・研修会」を７月２７日に東京都小平市のタイヤ博物館「ブ

リヂストン TODAY」と東京都府中市のサントリービール武蔵野

工場で実施しました。参加者は２３名でした。 

 当日は晴天に恵まれ、最初の見学地である東京都小平市の

タイヤ博物館「ブリヂストン TODAY」を訪ねました。同館は、

(株)ブリヂストンの東京工場の敷地内にあり、2001 年（平成１３

年）にコーポレートミュージアムとして開設されました。同社の

歴史とタイヤやゴムの歴史、またゴム製品に関連するさまざま

な技術や製品を実験装置や実物の展示、説明パネル等でわ

かりやすく、丁寧に解説していました。 

 １階のタイヤの基礎知識のコーナーでは、世界中のさまざま

なタイヤの展示を行っていた。タイヤの構造や役割について

分かりやすく解説していました。モータースポーツコーナーに

は、最新の技術を駆使して開発した自動車レースの最高峰 F1

や CART などのレース用タイヤを展示していました。また、F1

のタイヤテストで使用したブリヂストンカラーのマシンも展示し

ていました。見学中レース用タイヤを持たせてもらいましたが、

マグネシウム製ホイールを装着しいている状態でも驚くほどの

軽さを実感しました。 

地下１階ではタイヤ以外の工業用品や化成品、免震ゴムな

どの展示を行っていました。同館も免震ゴムをの上に建てられ

ていることがわかるよう見学用の窓があり、支柱に 

ゴムが装着されている様子がわかりました。２階にはブリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真はブリジストン TODAY（上・右上）とサントリーで乾杯（右） 

ヂストンの取り組み、ビデオライブラリーなどやタイヤやゴムの特

性がわかる実験装置があり、世界各国仕様のタイヤや、タイヤが

止まる仕組み、転がる仕組み、パンクしないタイヤの仕組みが楽

しんで学ぶことが出来ました。 

 昼食をはさんでサントリービル武蔵野工場を訪ねました。同工

場は 1963 年（昭和３８年）にサントリー初のビール工場として誕生

しました。生産基地である一面、商品開発も担っています。 

 見学は、まず会議室でガイドからの説明とビデオを見たあと、見

学コースで工場内をまわりました。今夏同社の製品である「プレミ

アム・モルツ」は、これまでの主力製品の一つである「モルツ」以

上に原料と製造法にこだわり、手間と時間をかけていることがわ

かりました。 

見学後は「プレミアム・モルツ」を全員が試飲し、２杯３杯とグラ

スを傾けていました。 
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クリオネに季語はあるのか？じっと見る (彩人) 

 

第２回技術研修会 

「計量器販売事業者の知識」に基づいて            

計量士 林 紘治 氏 

 五･七・五 で遊びませんか 

この夏は真夏・猛暑の日を競う （彩の王子） 

 暑さの新記録達成！地球温暖化だ～！ 

HEROも検事・弁護の両天秤 （彩の王子） 

 見てないんですけどHEROは。そうなんだ！ 

支給漏れ企業年金お前もか （OB） 

 OBさんは確認に行きましたか？ 

俳句 

川柳 

募集

中 

    キ）今日やれることは今日済ます 

ユ）ゆとりある行動は早めの準備から 

メ）ﾒﾝﾂなど捨てて対処のｸﾚｰﾑ対策 

ミ）見てわかる識別を 

シ）仕組決め、まず決めたことを実行す 

平成計量管理 

「イロハかるた」 

ｂｙ横須賀健治 

 都計コンでは、９月１３日に平成１９年度「第２回技術

研修会」を東京都計量検定所 B 会議室で実施しまし

た。 

 研修は(社)日本計量振興協会発行の「計量器販売事

業者の知識」に基づいて進められ、執筆の中心者であ

る林氏の正義感あふれる語り口に２３名の出席者は真

剣に聞き入っていました。特に制度作成時の裏話な

ど、他ではめったに聞くことのできない内容には引き込

まれ、思わず相槌を打つ姿も見られました。 

 「定期検査においての免除の取り方」について数野

氏の質問にも丁寧に答えていました。 

（Q）検定付きの計量器を購入し、使用そして定期検査

を受検の場合、最初の定期検査は免除になりますか？ 

（A）免除になります。その場合、免除シール貼付等で

対応します。（都道府県によって方法が若干異なり、合

格シール貼付もある） 

（Q）定期検査実施の年月と新規器物の購入年月によ

ってはまるまる４年間近くその器物に対して検査が行わ

れないということになり、計量器としての信頼性が疑わ

れるのでは？ 

（A）その場合、ユーザーの意思もありますが、最初の定

期検査において免除にせずその器物を実際に検査

（検査費用は発生）し、定期検査○年○月のシール貼

付という方法もあります。 

 

＊いずれにしても、計量器は十分注意して使用しても

自然に機能の劣化が生じます。適正な計量の実施を

確保するためには、使用中の計量器の精度・性能が一

定の性能以上に維持されていることを確認するために

も定期検査は必ず受けましょう。 

＜熱心に語る講師（写真左上）と受講者（同上）＞ 

 

会 員 の 広 場 

●●平成1９年度東西計コン開催予定●● 
・開催日 平成 19 年 11 月 28 日(水) 

・見学先 大阪造幣局(予定) 

●●「都民計量のひろば」開催予定●● 
 ・名称：’07 都民計量ひろば 

・テーマ：「くらしと計量」 

・サブテーマ：「あなたと地球の健康のために」 

・日時：11 月 1 日（水）１０：３０～ 

・場所：新宿駅西口広場イベントコーナー 

開催場所は昨年と同じ場所です。役員はご協力

お願いします。 


